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Abstract
The present study explores the role of stories in teaching English in foreign lan-

guage activities in Japanese elementary schools. The study involved 55 students in

the 6th grade in one elementary school in Tokyo. All of the students participated in

a project-based foreign language program for one month. The program consisted of

a series of activities: listening and understanding a story, chanting, playing games,

listening to and singing a song, and drama work. Activities varied; but all were

based on one story: “The Gigantic Turnip.” The study used questionnaires to as-

sess what qualitative changes took place in terms of the students’ motivation to

study English and their attitudes toward communicating in a foreign language. As-

pects of culture and language which the children became aware of through these

activities were measured by means of their written comments.
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１．はじめに

平成２０年度に小学校学習指導要領が改訂され，２０１１年度から全国の公立小学校の

５，６年生において外国語活動の必修化が決まり，いわゆる「小学校英語」が本格的

に実施されることになった。現場では，文科省から配布された教科書を用いつつも，

創意工夫をこらしながら児童の興味や知的レベルにあった様々な活動が行われてい

る。本研究では，多様な外国語活動の中でも「ストーリーを使った外国語活動」を取

り上げ，その教育的効果を考察する。まず，小学校における外国語活動が導入される

までの経過と学習指導要領が定める外国語活動の目標を概説したのち，ストーリーを

使った外国語活動の特徴を挙げる。絵本を用いた外国語活動を検証した先行研究を分

析した後，研究目的，参加者，使用した教材，「ストーリーを使った外国語活動」の

構成要素，データー収集と分析，結果を詳述する。

２．小学校における外国語活動

鳥飼（２００６）によると，小学校での英語教育導入の発端は，１９９１年１２月に臨時行政

改革推進審議会が「小学校でも英会話など外国語会話を特別活動のなかで推進するこ

と」という答申を出したことだった。小学校英語の初めての取り組みは１９９２年に始

まった。この年に国際理解教育の一環として，指定された研究開発校で，実験的に英

語教育が導入された。１９９８年の学習指導要領の改訂の際，「総合的な学習の時間」が

設けられ，その時間の中で国際理解に関する学習の一環として外国語会話を導入して

もよいことになった。それ以降多くの小学校で英語授業が実践され，平成１９年度に文

科省が実施した調査によると，全国の小学校の約９７％が何らかの形で英語活動を実施

するようになった（小学校学習指導要領解説 ２００８年）。２００６年には中央教育審議会

が「小学校英語」必修化を提言。中学校との円滑な接続を図るために高学年における

英語教育の必要性を指摘し，「総合的な学習の時間」とは別に「外国語活動」として

年間３５時間（週１コマ相当）の授業時数の確保を検討した。２００８年の改訂の際，外国

語活動はスキルの習得を目指していないので，数値による評価にはなじまないとさ

れ，教科とは位置づけられていない。また数多くの外国語の中でも，英語を取り扱う

ことが原則となっている。

小学校における外国語活動の目標は３つの柱から成り立っている。１つ目は「外国

語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深める」ことである。小学校学習指

導要領解説（２００８年）によると，言語文化への理解とは，児童が持つ柔軟な適応力を

生かして，言葉への自覚を促しつつ，幅広い言語に関する能力を身に着け，また国際
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感覚の基盤を培うために，国語や日本の文化を含めた言語や文化に対する理解を深め

ることを意味する。体験を通して言語文化への理解を深めることで，言葉の大切さや

豊かさに気づいたり，言語に対する興味・関心を高めたり，尊重する態度を身につけ

ることができ，また国語に関する能力の向上の一助となることが期待されている。２

つ目の目標は「外国語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の

育成を図る」ことである。コミュニケーション能力の素地の育成のためには，まずコ

ミュニケーションに対する積極的な態度を身に着けることが大切だとしている。「積

極的な態度」の例として，日本語とは異なる音に触れることにより，外国語を注意深

く聞いて相手の思いを理解しようとする態度や，自分の思いを他者に伝えることの難

しさや大切さを実感しながら，積極的に自分の思いを伝えようとすることなどが挙げ

られている。この目標を掲げる理由として，自分の感情や思いを表現することや，他

者の思いを受け止めるために必要な語彙や表現力と理解力が乏しく，他人とのコミュ

ニケーションがうまく図れないケースが見られるからと解説されている。また，ジェ

スチャーなど言葉を使用しないコミュニケーションの手段に触れさせる重要性も指摘

している。最後の目標は「外国語を通じて，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親し

む」ことである。これは「聞くこと」や「話すこと」を体験することで，基本的な表

現に慣れ親しむ，外国語を聞く力を育てることが大切であり，多くの表現を覚えた

り，細かい文構造に関する抽象的な概念を正確に理解することは求められていない。

このような３つの力を育むことを通して，中学・高等学校において実践的コミュニ

ケーション能力を育成するための素地を作ることが小学校英語の大きな目標となって

いる。

３．ストーリーを生かした外国語活動

現在，外国語活動は文科省から配布された「英語ノート１・２」（２０１１年度まで）

や「Hi! Friends 1・2」（２０１２年度以降）などの教科書を使用しながら，原則学級担任

が ALTとともに授業を行っている。そんな中，本研究では，既に使用されている教

科書の内容を生かしつつも，外国語活動における絵本の使用から得られる教育的効果

を多角的に考察する。

小学校の外国語活動における絵本の使用は様々な文献で推奨され，具体的な指導方

法も紹介されている（カーテン・ぺソーラ，１９９９；樋口（編），２００５；東野・高

島，２００７；リーパー，２０１１）。本論で検証するストーリーを生かした外国語活動は，

恵泉女学園大学の学生約２０名から構成される恵泉英語教育研究会メンバーにより，近

隣の小学校において２００７年度より実施されてきた。この教授法の最大の特徴は，「英
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語で英語のストーリーを理解すること」がそのレッスンの大きな目標の一つとなって

いることであり，授業の一部ではなく４５分間，絵本に関連した歌，チャンツ，ゲーム，

絵本の読み聞かせなど様々な活動を通して，英語を体に取り込む体験を目指すもので

ある（具体的な授業構成については５．４を参照）。

この「絵本を生かした授業」は使用した絵本を１冊と数えると単独の授業としてと

らえることもできるが，本稿で検証した外国語活動は，ただ単に児童が授業を受ける

だけではなく，体験した授業を基に，今度は自分たちが下級生に向けて英語発表を行

うというものだ。これは東野・高島（２００７）が定義する「プロジェクト型のカリキュ

ラム」の一例と言えるだろう。東野・高島によると，プロジェクト型カリキュラムと

は，活動の課題を設定し，その課題解決のためのゴールを児童がそれぞれ決め，課題

を解決していく自発的経験学習のことである。課題解決の過程で，児童は必要な活動

を選択し決定していくため，自然に主体性や創造的な学びが生まれる。さらに，明確

なゴールがあるため，はっきりとした目的意識を持つことができ，興味や動機付けを

高めることができると述べている。本稿が考察したプロジェクトも，「下級生に英語

発表を楽しんでもらう」という明確な目標があり，その発表内容の中心となっている

のが絵本である。まずは自分たちが活動を体験した後，それをベースに発表内容に工

夫を凝らしながらグループに分かれて練習を行う。更に，児童だけで課題解決をして

いくのではなく，そこに恵泉英語教育研究会メンバーである大学生も英語の補助に入

ることで，学年・学校を超えた交流も体験できる。このような異学年交流は児童だけ

でなく，大学生にとっても大変意義のあることだと言えるだろう。最後にゴールであ

る英語発表会を下級生に向けて行うことで，児童は課題を解決したという達成感を味

わうことができ，下級生との交流を推進することにもつながるだろう。さらに，発表

を見た下級生は，今度は自分たちが来年同じような発表を行うことを知ることで，翌

年の英語学習に対する意欲を高めることが期待できる。

絵本を生かした外国語活動の概要を前述したが，なぜ外国語活動にストーリーを使

用するのだろうか？ 絵本使用に関する様々な有効性はエリス・ブルースター

（２００８）が紹介しているが，本節では，特に日本の小学校の外国語活動の中で行うべ

き理由として次の４つを挙げたい。（１）英語で書かれたストーリーを通して，異文化

に触れることができる，（２）英語の音，リズム，イントネーションを純粋に楽しむこ

とができる，（３）絵を見ることで，ストーリーの内容を，日本語を介することなく，

英語で英語を理解することができる，（４）ストーリーを使用することで，はっきりと

したテーマが生まれ，そのテーマが教室内にコミュニカティブな環境を作りだし，

オーセンティックな目的のコミュニケーションの機会を生み出すことができる。さら
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に，優れたストーリーは，国や人種を超えた人間にとって普遍的なテーマを扱ってい

ることから（白須，２００４），様々な良質の絵本に触れることで，子供の情緒発達を促

し，人間性を高め，感受性を豊かにするという副次的な効果も期待できるだろう。以

下に絵本の特徴を挙げ，上に挙げた４つの理由について学習指導要領に書かれた外国

活動の目標との関わり合いも含めながら詳説する。

３．１絵本の特徴

子供の成長を豊かに助けるだけでなく，大人にも深い影響を与えうる絵本の可能性

について様々な見解がある（河合・松居・柳田，２００１；松居，２００１）。本節では，絵本

の一般的な特徴について記述する。まず，絵本は，主に幼児・児童向けに書かれてお

り，子供たち自身の生活や動物などを主人公とした物語，昔話，メルヘンなどの世界

が展開されている。また，未来の社会を構成する子供に向けた大人からのメッセージ

として，自然，人間，動物の素朴な心の触れ合いをテーマにしていることが多い（松

本，１９８２）。一般的な構成は，最初に場面の設定がなされ，登場人物が紹介され，あ

る出来事が起こり，それが時間の経過とともに発展し，最後に問題が解決されるよう

になっている（糸井，２００７）。絵本の特徴は幾つかあるが，本研究に関係のあるものと

して，挿絵と言語表現が挙げられる。挿絵は，内容の理解を助けるだけでなく，挿絵

を通して子供は心の中に物語の世界を描き，多種多様な豊かなイメージを自分のもの

として創造し理解できるようになる（松井，２００１）。英語の絵本でも挿絵を見ること

で，物語スキーマを活性化させながら，児童は日本語を介することなく英語で内容を

ある程度理解し，物語のイメージを英語で作り上げることができると考えられる。単

なる英語のリスニングでは起こり得ない，英語の絵本が生み出す独特の効果である。

また，聞き手を絵本の世界に引き込むために，作者は同じフレーズの繰り返しや，韻

を踏んだ表現，擬声語などを使って，子供の耳にとって心地よいリズムを作り上げ

る。このようなリズムにのった表現は覚えやすく，記憶に残りやすく，また口に出し

て表現するのも容易なため，使える英語表現として長く記憶に残ると考えることがで

きる。

絵本が子供の成長に様々な役割を果たすことは多くの書物・研究で報告されてい

る。その役割の一つとして，松井（２００１）は，想像力の豊かさの助長を指摘している。

幼稚園や保育園で先生が子供に物語の読み聞かせをしているとき，お話しをよく聞く

幼児とあまり聞かない幼児に分けることができるそうだ。この違いを生む原因の一つ

として，「お話しを聞けない子は，物語を心の中で創造して，絵にする力がない」

（p.７）ことを挙げている。子供は生まれながら豊かな想像力を持っているわけでは
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なく，直接的・間接的な経験を通して獲得していく。たとえある言葉の意味が分から

なくても，ストーリーを聞きながら絵本の挿絵をみることで，それを手掛かりにイ

メージを心の中に描くことができる。このように絵本を通して，多種多様な新しい世

界を心の中に描くことによって，想像力が豊かになっていく。これを英語学習に当て

はめてみると，まだ英語力が十分ではない児童に英語の絵本を読み聞かせることで，

英語が多少分からなくても，絵を見て内容を想像し理解を促すことができると同時

に，心の中に，日本とは違う異文化の世界を生み出すことができると推察できるだろ

う。

３．２絵本と文化・言語的気づき

言語や文化についての理解を体験的に深めることは，学習指導要領が示すように大

切な小学校における外国語活動の目標の一つだ。文学作品を通してその文学が書かれ

た国の文化歴史が学べるように，外国で書かれた絵本を読むことによって，その国の

文化や社会に関する情報にストーリーの展開の中で自然に触れることができる。白須

（２００４）は，言語教育において文化面の学習が不可欠であり，海外では外国語教育に

おいて文化を教える素材としてすでに文学が定着していることを指摘し，日本の英語

教育において，絵本や児童文学がどのような異文化理解の機会を提供するか考察し，

次のことを述べている。昔話や伝承童謡は，基層文化に属し，時代の変化に左右され

ることなく，ある文化圏で育った人々が無意識に共有している文化が反映されてい

る。その文化圏の人々の世界観や言語生活と深いつながりを持つ昔話などを読むこと

で，「その文化の中で生活する人々の心の根っこの部分に直接触れる」（p.９５）ことが

できる。また，昔話には，よく似た類型の話が異なる文化圏にも伝播しているものも

あり，そのことを知ることで，文化間の違いのみならず，違いを超えた人間の普遍的

な価値に気づくこともできる。本研究で使用した「おおきなかぶ」はもともとロシア

民話であるが，あたかも日本の民話であるかのように日本の文化になじみ，子供時代

に必ず読むストーリーの一つである。「おおきなかぶ」を読んでも，文化の違いをそ

れほど感じないのは，このストーリーに人間の普遍的な価値が在るからではないだろ

うか。

言語的な気づきは，絵本を日本語と英語両方の読み書かせを通して促すことができ

るだろう。多くの外国語で書かれた絵本は日本語に訳されている。糸井（２００７）や西

崎（２０１１）が指摘するように，児童は同じ内容の絵本を日本語と英語の両言語で読む

ことで，２つの言語間について様々な違いや類似点に気づくだろう。その違いを更に

国語や総合学習の時間と連結して考えさせるとより深い理解を促すだろう。更に，表
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現・音の違いに対する気づきは，言語についての感覚が高まることにつながると考え

られる。例えば本研究で使用した「大きなかぶ」の中に「うんどこしょ どっこい

しょ」という表現があるが，この表現は日本語独自の定型表現である。同じストー

リーを英語で読むことで“Oomph and a hoomph and a double-de-oomph”という日本

語とは違う表現が使われていることに気づき，この気づきが言語の面白さや不思議

さ，多様性や豊かさを学ぶきっかけになるかもしれない。

３．３絵本と音

絵本はまだ自分で文字を読むことができない幼いこどものために，大人が読み聞か

せることを前提に書かれた作品が多い（白須，２００４）。そのため，耳で聞いて理解し

やすい表現，快い響きやリズム，また韻を踏んだ表現などが使われ，音を聞くだけで

も楽しめるようになっている（リーパー，２００３）。単にリスニングとして英会話を聞

かせるだけだと気づけない，英語独特のリズムやイントネーションの楽しさや美しさ

をストーリーに合わせて聞くことで，英語の音を自然に体に取り込むことを体感でき

ると考えられる。

また，英語の音やリズムを純粋に楽しめるのは，特に幼少期・児童期であろう。こ

の年齢の子供たちは脳の発達過程にあり，感情や空想を司る右脳から徐々に分析・論

理的思考を伴う左脳が優勢になる。樋口（編）（１９９７，２００５）によると，小学生時代

は大別して２つに分けることができ，「９歳」を境に学習方略が変化する。９歳以前

は感覚運動モードによる習得が主流で，聞いた音を躊躇なく発音でき，また発した発

音が人にどのように聞こえるか気にしない。９歳以降は，左脳中心に言語が処理さ

れ，英語を日本語の音で代用して発音し，発した発音がどのように人に聞こえるか気

にするようになる。このような脳の特徴を踏まえると，９歳以前（小学校４年生以

前）が外国語の音の学習に適した年齢であると言える。しかしながら，児童期はまだ

脳が発達過程にあるため（伊藤，１９９０），思春期に入る中学と比べると，日本語とは

違う音に慣れ親しむことが容易だと考えられる。絵本には外国語の特徴であるリズム

やイントネーションや豊かな表現が多く含まれているため，絵本を使用することで，

学習指導要領が示す「外国語を通じて，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ」

という目標を助長することができると思われる。

３．４英語による英語の理解

２０１０年公示の高等学校学習指導要領の中で，「英語による英語の授業を行うこと」

が奨励され，英語に触れる機会の更なる充実が求められている。従来の日本の英語授
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業では，文法訳読法が主流で，日本語を介して英語を理解するプロセスが奨励されて

きたように思われる。しかし，英語を日本語で理解するプロセスを鍛えても，英語を

英語で即座に理解・産出できるようにはならない。英語を英語で理解し，考え，表現

するという，もっと直接的で自動化された情報処理システムを構築しないかぎり，実

践的に使えるリスニング力やスピーキング力は育たないだろう。

「英語で英語を理解する」ことは非常に難しいが，絵本を使用することで，英語に

よる英語理解のプロセスを活性化させることは可能だと思われる。絵本は文章と挿絵

を主体として作成されている。絵本の多くは，絵が文学作品の世界の一部を可視化す

るという性格を持ち，文章だけでなく絵からも内容を読み取ることができる。また，

絵本によっては，文章に書かれていない部分を絵で表現する場合や，絵そのものが絵

本の展開の重要な部分を担っているものもある（松本，１９８２）。このように，英語が

多少分からなくても，絵を見たり，内容スキーマを活性化させながらストーリーを予

測することで，英語の音や表現に慣れ親しみながら「英語を英語で理解する」という

体験が自然にできるだろう。

３．５絵本によるコミュニカティブな場面の創造

絵本を使用する利点の４つ目は，ストーリーを使用することで，はっきりとした

テーマが生まれ，そのテーマが教室内にコミュニカティブな環境を作り出すことであ

る。現在の外国語教育はコミュニケーション能力の育成が中心的な思潮であるが，こ

れは文脈から言語形式を切り離して教える形式偏重の伝統的教授法が学習者の外国語

運用能力を伸ばすことができなかったことに対する反省に端を発しているだろう（和

泉，２００９）。絵本を使用することで，言語形式と文脈を結びつけた学習が強化できる。

例えばある日の外国語活動のテーマが「動物の名前を英語で学ぶ」ことだとする。こ

の場合，“cat”・“dog”などの英単語を意味のない文脈でただ単に暗記することにな

る。ここでの問題点は，動物の名前を英語で覚えること自体がこの授業の目的になっ

てしまい，コミュニケーションに結びついていないことだ。動物の英単語を覚えて

も，それらをどのように意味のある文脈に関連付けて理解し使用するかがはっきりし

ないままだと，理解が深まらないだろう。しかし，ストーリーを授業の中心に据える

ことで，そこにストーリーを理解するというはっきりとした目標が生まれ，ストー

リーに出てくるさまざまな動物の名前を，内容理解という意味のある文脈の中で触れ

ることで，自然に楽しく学ぶことができるだろう。今回使用した“おおきなかぶ”に

はさまざまな動物が登場する。単に動物の単語を英語で覚えるよりも，ストーリーと

いう文脈の中で覚えるほうが，理解が深まることは容易に推測できだろう。
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以上のような論議から，ストーリーを生かした外国語活動は，学習指導要領が示す

目標を十分に高めることができるだけでなく，柔軟な適応力を持つ児童を対象とした

小学校という環境で特に使用することで，この教授法が持つ特徴を最大限に利用し，

言語学習を促すことができると仮定できるだろう。

４．先行研究

英語学習における絵本の活用の効果に関する研究の中でも，本節では特に日本の小

学校における絵本使用の効果を考察した研究を取り上げる。山崎・菅野（２００６）は，

日本の英語教育において「目標言語使用」の場面が欠乏していること，そして授業内

において行われている言語活動が擬似的であることを指摘し，言語活動をより真正な

ものにするために，Participatory Approach（参加型アプローチ）の導入を試みた。具

体的には中学生が小学校を訪ねて英語の絵本の読み聞かせを行う意味のある活動を設

定し，４時間かけて授業内で読み聞かせの準備・練習を行ったのち，小学生との合同

授業を行うという活動だ。合同授業では，全体での自己紹介と簡単な活動を行ったの

ち，小グループに分かれて中学生による小学生に対する絵本の読み聞かせ，絵本の内

容についての質疑応答，絵本に出てきた活動の実践を行い，感想の発表や感想の記入

をして締めくくった。山崎・菅野が行った研究と同じように，本研究も児童の参加型

アプローチを試みている。また，上級生（６年生）から下級生（５年生）への発表な

ど共通点が多い。

的場・佐藤（２０１２）は，上記の研究と同じように，参加型アプローチを導入し，小

学校６年生を対象に，英語劇を通じたプロジェクト型カリキュラムを実践し，効果を

検証した。絵本に基にした台本を研究者が用意し，週１回，約３ヶ月かけて英語劇の

準備を行い，本番として全児童の前で発表した。児童・学級担任へのアンケート調査

の結果，ほぼ児童全員が英語劇を楽しみ，英語に対する意識や態度が改善され，英語

の楽しさを感じことができただけでなく，友人と協働して劇を創り上げる喜びや英語

を使って発表することで自信につながったことが分かった。

西崎（２０１２）は，小学校外国語活動における英語劇の様々な可能性やその効果を２

つの小学校の実践報告を基に論じている。北海道教育大学附属旭川小学校では，２００７

年に高校生や外国人との交流を最終目標に，これまでの歌やゲームのみの授業の行き

詰まりを打破すべく，目的意識を持った活動として英語劇を活用した。また，岐阜県

本巣市真桑小学校では２０１０年から２０１１年までの２年間をかけて，「自ら課題をとら

え，学びを生かして共に解決に取り組む児童の育成」という研究主題の実践の一環と

して，６年生が「おおきなかぶ」の英語表現を基本に，創作英語劇に挑戦した。西崎
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は，このような実践を実際に参観・分析し，題材の選択・台本の準備・読み合わせか

らセリフへの段階的な指導の留意点を挙げるとともに，英語劇の効果について次のよ

うに述べている。まず，強制的な暗記ではなく，セリフという形で英語の表現を意味

のある場面で身につける経験をすることで，英語を話す楽しさを感じることができ

る。劇の中でせりふを感情を込めて自分の気持ちとして英語で発信する模擬体験をす

ることができる。劇を発表するという目的に向かってみんなで協力して努力すること

で，達成感を味わうことができ，特に卒業を前にした６年生にとっては意味のある経

験となる。また，練習の過程での子供同士の学び合いも期待できる。このような議論

を踏まえ，英語劇の活用を推奨している。

教員研修モデルカリキュラムとして開発された小中学校連携による協働的研修プロ

グラムにおいても絵本の使用が推進されている（山崎・Hall・菅原・高橋・菅

野，２０１１）。小学校・中学校の教員が研修を通して，絵本を使用した英語活動につい

て共に学び，最終的に両教員を混合させたチームを編成し，小学校で英語活動の授業

実践を行うという教員研修モデル研究である。この研究では，小中をつなぐ教材とし

て英語絵本の活用の有効性を明らかにし，具体的な授業構成についても紹介されてい

る。英語絵本の特徴として，言語・文化・ストーリーの３点を挙げ，これらを pre-

storytelling，storytelling，post-storytellingの３つの活動を通して徐々に理解や気づきを

深めていく。英語のストーリーを英語で理解させるための丁寧かつ魅力的な指導内容

は，絵本を使用した授業構成を思索する上で参考になる部分が多い。

萬谷（２００９）は，小学校外国語活動での絵本読み聞かせにおける教師の相互交渉ス

キルを詳細に分析した。教師は児童との対話を通して英語絵本の読み聞かせを進めて

いく。萬谷は，その相互交渉を詳しく分析し，教員の発話量と種類，また教師の発話

によって引き起こされる児童の反応の種類と量を測定した。３人の教師の発話は１４種

類に分類化（p.７２参照）され，さらに児童の反応によって，３つの談話手法に整理し

た。（１）アウトプット誘因系（例：Wh疑問文，Yes-No疑問文，Completion Prompt），

（２）インプット系（例：Recast, Repeat prompt, Answer Confirmation, Answer Provi-

sion），（３）発話意欲促進系（例：Acceptance, Doubt）である。どの談話手法もそれぞ

れ，児童の発言を促し，正しい英語表現に慣れ親しませ，英語学習への動機を高める

という機能を有し効果的であり，また，児童との対話に，教師は日本語と英語どちら

も使用したが，英語による対話のほうがより多くの英語発話を引き出したことが判明

した。本研究における絵本の読み聞かせは，児童との対話を促しながら行うものでは

ないが，今後読み聞かせの手法を工夫するうえで，どのような談話手法が効果的かに

ついて多くの示唆が得られる。

恵泉女学園大学紀要 第２５号

－ 80 －



山崎（２００９）は，「絵本を活用した国際理解教育のための教材開発（Cross-Cultural

Understanding Using Picture Books＝CCUP）」について紹介している。このプロジェク

トでは，小学校高学年において文化の多様性を学び，国際理解を深めるための教材と

して絵本の使用を推奨している。具体的には，内容・言語・絵・形式の４つの観点に

特定の基準を設け（pp.４８－５０参照），その基準から選ばれた１５冊の本が紹介されてい

る１）。このプロジェクトは国際理解教育の一環として行われたため，絵本は必ずしも

英語で読まれるわけではなく，日本語も使用された。英語による英語の絵本の理解が

本来の目的ではないところが，本研究とは異なっている。しかし，国際理解教育だけ

でなく，外国語活動における絵本使用の利点について山崎は，「絵本には豊かな文脈

の中で語彙が提示されることや重要な語彙・文法構造が自然な形で繰り返されるとい

う特徴があり，英語活動で使用されることはこれからますます注目されるところであ

る」（p.５４）と述べている。CCUPには，英語の絵本を使っていかに「言語文化への

気づき」を高め，ストーリーを読み終わった後，内容について児童が議論すること

で，コミュニケーションを積極的に図ろうとする態度やコミュニケーション能力の素

地をいかに促すことができるかに関する多くの有用な提案が含まれている。

先行研究を概観すると，日本の小学校外国語活動における絵本を取り入れた授業を

行う試みはあるものの，文献数から判断すると未だそれほど多くはない。しかし，そ

れぞれの研究が示しているように，言語習得，異文化理解教育の観点からその貢献度

が大きいことが分かる。また，絵本を使用した外国語活動の特徴として，児童参加型

が多いことが挙げられる。絵本をただ単に児童に対して読み聞かせるというよりも，

教員が児童と対話をしながら一緒にストーリーの内容を想像して読み進めていく，絵

本を読む前，読みながら，読んだ後に質問をして内容について深く考えさせる，劇化

して児童に役を演じてもらうなど，児童を取り込んだ絵本の積極的な活用が見て取れ

る。また，小中の連携を強化するための教材としての絵本活用の有用性も示唆されて

いる。しかし，外国語活動における絵本の活用が，学習指導要領が示す３つの目標の

促進につながっているかについての研究は十分になされていない。また，絵本の読み

聞かせのみ，英語劇のみの効果ではなく，絵本を中心にした外国語活動の効果を包括

的に分析する研究も必要だろう。このような観点を本研究では考察する。

５．方法

５．１研究の目的

上述した内容を踏まえ，本研究では以下の３つのリサーチ・クエスチョンについて

考察した。
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（１）ストーリーを生かしたプロジェクト型外国語学習が，学習指導要領に示された小

学校における３つの目標を促進しているか？

（２）ストーリーを生かしたプロジェクト型外国語活動を通して，児童は言語・文化の

何に（what）ついて，どのように（how）気づくか？

（３）ストーリーを生かしたプロジェクト型外国語学習から児童はどのような経験を得

るか？

５．２被験者

被験者は，東京都内の公立小学校６年生２クラスから構成される５５名である２）。全

員５年生より「英語ノート１・２」を使って年３５時間（４５分×３５），担任の先生，ま

たは ALTの指導を受けながら英語を勉強してきたが，ストーリーを生かしたプロ

ジェクト型外国語学習を経験するのは初めてである。

５．３使用教材

本研究で使用したストーリーは，有名なロシア民話である「おおきなかぶ」であ

る。この物語は，「英語ノート２」でも取り上げられ，児童はストーリーを聞いたの

ち，登場する人物や動物のせりふを考えて，演じる活動を行うことになっている。ほ

とんどの児童が既に慣れ親しんでいる物語であり，ストーリーが簡潔で，セリフも短

く平易，登場人物も多いことから，劇化するには最適な教材だと言える。また，簡単

なあらすじにも関わらず，児童に伝えるメッセージの深さも特徴である（松

居，２００１）。大きなかぶをみんなで協力して抜くという道徳的側面以外に，大きなか

ぶができたという驚き，それをどう抜くかという問題に対する興味，おじいさん，お

ばあさん，孫むすめが登場しても抜けないスリル，そして犬，猫，ネズミまで登場す

るというユーモア，そして，最後に抜くことができたという満足感がある。このよう

に，話の展開がすぐれており，また挿絵も引き込まれるようなダイナミックさを持っ

ているので，教育現場で使用するのに最適な絵本と言えよう。

５．４ストーリーを生かした外国語活動の構成

「英語で英語のストーリー」を理解させることがストーリーを生かした外国語活動

の目標であるが，児童に何の準備もなく突如英語のストーリーを英語で理解させるの

は無理がある。ストーリーの内容理解を促すために，通常レッスンは次の８つのセク

ションから構成され，絵本の内容，絵本で使用される単語・表現などを段階的に徐々

に親しませるように構成されている。まず絵本の読み聞かせ前に行う活動として，
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（１）ハローソング（導入歌），（２）絵本の内容に合った寸劇，（３）チャンツ，（４）歌，（５）

ゲームを行う。（６）絵本の読み聞かせ（又は劇）の後に行う活動として，（７）カル

チャータイム，（８）グッバイソングがある。ストーリーは毎回さまざまなものが使用

されるが，どのストーリーを使用するにしても通常上記の順序に沿って，レッスンを

組み立ててゆく。レッスンはこのように幾つかのアクティビティから成っているが，

すべてストーリーのテーマに沿って統一され，調和が保たれているのが特徴である。

基本的に授業は英語で行っている。

本研究では，６学年の児童が５学年に対して発表することによる精神的負担や時間

的制約を踏まえ，上記の８つのセクションの内，（２）寸劇と（７）カルチャータイムは省

いた。まず導入歌として“Hello Song”を歌いながら英語を楽しむ雰囲気を作り，そ

の後，チャンツを通して，「おおきなかぶ」を理解するために必要な英単語（“turnip,”

“dog,”“cat,”“mouse,”“grandpa,”“grandma,”“granddaughter”など）をリズムにの

せて練習する。次に，チャンツで練習した英単語が歌詞に含まれ，尚且つストーリー

の内容にも合った歌である“E-I-E-I-O”をジェスチャーも交えながら歌う。ゲームで

は，チャンツ・歌を通して学んだ動物の英語の鳴き声を聞いて，どの動物か当てる。

続いて「おおきなかぶ」の劇の発表を行い，最後に“グッバイソング”を歌って締め

くくった。授業は英語で行い，日本語の使用は最小限に控えた。このような流れで，

ストーリーを理解するために必要な単語や表現に，体を動かしながら徐々に慣れ親し

み，最終的に英語のストーリーを英語で理解できるように導いていった。

５．５研究スケジュール

本研究は２０１２年２月の第１週目から第４週目までの約１か月に亘って実施した。第

１週目は，恵泉英語教育研究会メンバーによるデモレッスンを行った。児童は単に

レッスンを受けるのではなく，次の週から同じ内容の活動を練習して５年生に見せる

という目的を念頭に置きながら積極的な参加が促された。第２週目より，各アクティ

ビティを担当するグループに分かれ，恵泉英語教育研究会メンバーの指導を受けなが

らグループ練習，全体リハーサルが行われ，第４週目に５年生を招いて英語劇を発表

した。

６．データー取集と分析

質的な変化を測るために，英語学習に関する質問紙と振り返りシートの２種類の

データーを収集した。質問紙は第１週（質問紙１）と第４週（質問紙２）に実施し，

ストーリーを生かした外国語活動を体験する前後で，小学校学習指導要領（２００８年改
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訂）に明記されている３つの下位尺度からなる外国語活動の目標に関して，どのよう

な質的な変化が起こっているかを検証するために行われた。それぞれの下位尺度につ

いて下記のように３つの質問項目を用意した３）。３つの質問項目は「小学校学習指導

要領解説」（２００８年８月）を参照しながら作成した。

目標１：外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深める

・日本・外国の言葉や文化を大切にする態度を身につけるのは重要だ。

・日本・外国の言葉や文化は大切だ。

・日本・外国の言葉や文化に興味がある。

目標２：外国語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を

図る

・英語又は日本語で，積極的に自分の思いを伝えようする態度を持つことは

大切だ。

・英語又は日本語で，しっかり相手の話を聞いて，相手の思いを理解しよう

とするのは大切だ。

・英語又は日本語で，自分の思いをしっかり伝えることは大切だ。

目標３：外国語を通じて，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる。

・英語を聞くのに慣れたと思う。

・簡単な英語の表現を使うことに慣れたと思う。

・英語を聞く力が伸びたと思う。

各質問項目に対して５つの選択肢（５：とてもそう思う，４：そう思う，３：どち

らでもない，２：そう思わない，１：全くそう思わない）を用意し，程度を尋ねる形

式を取った。また，質問紙１，２は同じ質問文を使用したが，質問文の順番は変えた。

全員に同じペースで質問紙に答えてもらうために，研究者が質問文を読み上げ，速度

を統制した。分析するにあたり，３つの下位尺度に分類後，質問文の得点を合計し３

で割り平均点を算出し，さらに平均点の有意差を測るために，対応のある T検定を

行った。

ふり返りシートは第１，２，４週目にそれぞれ外国語活動終了後に書いてもらっ

た。児童は A６版のふり返りシートに含まれる下記の２つの設問に自由に解答できる

ようになっている。
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（１）今日の活動を通して，何か気づいたこと（気になったこと）があれば書

いてください。

（２）感想を簡単に書いてください。

１つ目の設問に対して書かれた児童のコメントを分析し，ストーリーを生かした外国

語活動に参加することによって文化・言語に対する意識がどのように高まったか（リ

サーチ・クエスチョン２）を検証した。２つ目の設問のコメントからは，ストーリー

を生かした外国語学習から児童はどのような経験を得たか（リサーチ・クエスチョン

３）を分析した。

振り返りシートから得たコメントを数値化するために，１つのコメントを１とカウ

ントし合計を算出した。（１）の設問に関しては，コメントの内容によって更に次の４

つのカテゴリーに分けた。（１）音の違いに関する気づき（例：日本語と英語では動物

の鳴き声の表現が違う，英語は日本語よりもアクセントが多い），（２）日本語と英語の

表現の違いに関する気づき（例：英語には“Good idea”など嬉しさを表現しやすい言

葉がある，「よいしょ」の表現が日本語と違う），（３）英語についての気づき（例：英

語は難しい，英語の方が日本語よりも話し方が明るい），（４）その他（例：ジェス

チャーは役に立つ，言葉が通じなくても大丈夫）。（２）の設問においても，コメントを

次の４種類に分類した。（１）否定的（例：難しかった，ややこしかった）（２）肯定的

（例：面白かった，あきなかった，分かりやすかった），（３）中立的，（４）その他（例：

頑張りたい，新しく知ったことがあった）。

７．結果

７．１言語的・文化的気づき

表１が示す通り，半数以上のコメントは音の違いについてであり，多くの児童が英

語と日本語の音の違いについて意識が高まったことが分かる。音の違いに対する気づ

きは第１週目が一番多く，それ以降は減少する。英語そのものについての意識も比較

的高く，１か月にわたって均等になっている。表現の違いとその他に関する意識はそ

表１．言語的・文化的気づき

第１週目 第２週目 第４数目 合計

音の違い ３４ １５ １４ ６３（５８％）

表現の違い ２ ４ ４ １０（９％）

英語についての気づき ８ １１ ９ ２８（２６％）

その他 ２ １ ４ ７（７％）

合計 ４６（４２％） ３１（２９％） ３１（２９％） １０８（１００％）
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れほど高くはなかった。各週で比べてみると，第１週目に高いレベルの気づきがあっ

たことが分かる。これは，児童の活動への参加度に原因があるものと考えられる。つ

まり，第１週は受け身の立場での外国語活動への参加が主な役割であったのに対し，

第２週目以降は外国語活動の実践者としてより積極的な参加が求められた。この結果

は，受け身の立場で活動に参加するほうが，情報処理の負担が少なく，より大きな気

づきが生み出されることを示唆しているように思われる。また，第１週目から第４週

目まで同じ単語を繰り返し使ったため，新しい音に出くわす機会が減り，音への気づ

きが少なくなったとも考えられる。

７．２ストーリーを生かした外国語活動に参加して得た経験

表２の通り，ストーリーを生かした外国語活動に参加した感想は，肯定的な意見が

多く全体の６６％を占めた。しかし，産出量について一貫性はなく，肯定的な意見は第

１週目から第２週目にかけて減少し，第４週目に再度急激に増えている。この変化

は，第１週目の外国語活動への参加は楽しんだが，第２週目以降から行われた５年生

に見せるための練習は，楽しみつつも多少の不安を感じ，しかし第４週目での発表が

終わった後は達成感を感じたなどの理由から，自らが行った活動を肯定的にとらえた

心の変化が反映したものだと考えられる。否定的な意見については，第１週目が一番

少なく，徐々に増えている。全体的にも約３０％を占めているため，児童は活動を楽し

むだけではなく，恐れや緊張も感じていたことが分かる。「普通だった」などの中立

な意見は一つも産出されなかったことから，児童はストーリーを生かした外国語活動

について，はっきりとした態度や気持ちで臨んでいたことが分かる。

表２．ストーリーを生かした活動に対する感想

第１週目 第２週目 第４数目 合計

否定的 １２ ３２ ４０ ８４（２６％）

肯定的 ５５ ３５ １１８ ２０８（６６％）

中立的 ０ ０ ０ ０

その他 ２ １４ ８ ２４（８％）

合計 ６９（２２％） ８１（２６％） １６６（５２％） ３１６（１００％）

７．３質問紙の結果

表３・図１は４３名の児童を対象に行った質問紙の結果である。図１が示す通り，す

べての質問項目において平均点は質問紙１より２の方が高くなっている。このこと

は，児童は学習指導要領が示す３つの目標についてより意欲的に捉えようとする変化
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表３．質問紙の結果

言語・文化理解
コミュニケーションを

図る態度
音声と表現に親しむ

質問紙１ M＝３．９６ M＝４．３０ M＝３．４２

（第１週） SD＝ ．９１７ SD＝ ．６５０ SD＝ ．８７０

質問紙２ M＝４．１６ M＝４．４３ M＝４．２２

（第４週） SD＝ ．９３８ SD＝ ．６０１ SD＝ ．８３３

対応のある t 検定 t（４２）＝－２．１７６＊ t（４２）＝－１．１７４ t（４２）＝－５．６５５＊

＊p＜．０５

図１．質問紙の結果

があったことが分かる。更に，３つの項目の中でも特に「音声と表現を親しむ」にお

いて，平均値の顕著な上昇がみられた。平均値の有意差を測るために，対応のある

t 検定（paired t-test）を行った結果，「言語・文化理解」と「音声と表現を親しむ」に

おいて．０５のレベルで有意差があることが分かった。「コミュニケーションを図る態

度」に関しては，平均値は上がっているものの，その差は小さかった。

８．まとめ

本論では，ストーリーを生かしたプロジェクト型外国語活動の教育的効果を次の３

つの視点から検証した。１つ目は，このプロジェクトが，学習指導要領に示された小

学校における３つの目標を促進したかという問いである。英語学習に関する質問シー

トから得られた結果から考察すると，目標１の「外国語を通じて，言語や文化につい

て体験的に理解を深める」と目標３の「外国語を通じて，外国語の音声や基本的な表

現に慣れ親しませる」に関しては，質問紙１よりも質問紙２の平均点の方が高かく，
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t 検定においても２つの平均値に有意差が見られたことから，この２つの目標につい

て有用な質的変化があったことが推測できる。つまり，より多くの児童がストーリー

を生かしたプロジェクト型外国語活動に参加する前よりも参加した後の方が，英語・

日本語の言葉や文化についてより興味や理解が深まったと感じ，英語の音や基本的な

表現を聞き，使うことに慣れ親しんだと実感したということだ。更に，目標２である

「外国語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る」

については，平均値は質問紙１より２の方が高かったものの，その上がり幅に有意差

は見られなかった。この項目については，質問紙１において他の項目と比べて顕著に

平均値が高い（４．３０）ことから，本研究を始める前からコミュニケーションを図ろう

とする積極的な態度が育っていたことが推定できる。このような結果から，ストー

リーを生かした外国語活動は，学習指導要領が示す外国語教育の目標の中でも特に，

言語・文化の理解，音声と表現に慣れ親しむに関して，有益な教育効果を生む可能性

があることを示唆しているだろう。

２つ目の観点は，ストーリーを生かした外国語活動を通して児童は言語・文化の何

に（what），どのように（how）気づいたかという問いである。上述したように，質

問紙を使った調査の結果，言語・文化への興味は全般的に高まったことは分かった

が，具体的に何に関する興味がどのように高まったのだろうか。振り返りシートから

得た児童の解答によると，何に対する気づきが高まったかについては，半分以上が音

声に関するものであった。また，「英語は難しい」，「英語はテンションが高い」など

英語そのものについての気づきもある程度高かった。どのように気づくかに関して，

児童の解答を詳細に分析してみると，音声についての気づきは，本研究の場合，英語

の動物の鳴き声を聞いてどの動物か当てるというゲームによる気づきが大きかったよ

うだ。このゲームは，児童にとって日本語と英語の音の違いについて考える機会とな

り，違いについて考えるという行為が音に関する気づきにつながったと推察できる。

また，７．１．でも論述したように，第１週目の気づきの量が，第２・４週目と比べて多

かったことから，気づきの程度は児童の情報処理の負荷率に関連があることも推測で

きる。

本論で分析する３つ目の視点はストーリーを生かしたプロジェクト型外国語学習か

ら児童はどのような経験を得るかである。振り返りシートの解答を分析した結果，肯

定的な意見が多数を占めていた（６６％）が，否定的な意見もある程度多かった

（２６％）。今回実施した絵本を生かした外国語活動は，児童参加型の英語活動であっ

た。児童は英語の授業をただ単に受けるだけでなく，下級生に向けて英語発表を行う

という明確な目標が立てられていた。児童の解答を見る限り，第１週目は絵本を使っ
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た英語の授業については「面白かった」，「分かりやすかった」，「あきなかった」とい

うプラス評価の感想が多いが，それと同時に，「下級生に対して発表する」ことにつ

いては「難しい」，「心配」，「ややこしい」というマイナス志向の意見が少数ではある

があった。このような否定的な解答は，実際に英語発表に向けて練習を行った第２週

目には約３倍に増えている（１２から３２）。児童のコメントを見ても「難しくて覚えら

れない」，「うまく行くか分からない」，「恥ずかしかった」など不安を表す表現が多

い。第４週目には英語発表を行ったが，否定的な解答は更に増えている（３２から４０）。

しかし，特記すべきは，この第４週目は肯定的な意見も第２週目と比べて約３倍近く

増えている（３５から１１８）ことだ。コメントの質も変わり，「なかなか上手にできた」，

「恥ずかしさを乗り越えた」，「しっかりできた」，「楽しんでもらえた」など，自分自

身のパフォーマンスに対する評価や下級生の様子に関するコメントが多かった。この

ような結果から判断すると，絵本を生かしたプロジェクト型外国語活動は，児童に

とっては大きなチャレンジで，不安や難しさを感じるものだった。しかし同時に下級

生に対してきちんと英語発表ができ，喜ぶ様子や楽しんでいる様子を実感すること

で，達成感を感じたと推定することができる。第１週目の肯定的コメントが５５であっ

たのに対し，第４週目では１１８に増えた。このような解答数の変化は，指導者主体の

あらかじめ内容が定まっている授業に参加するよりも，外国語活動に主体的・創造的

に関わり，課題解決に向けて他者の力も借りながら，共同で学び合う授業内容の方

が，外国語に対する興味関心が高まることを示唆しているだろう。この結果は小学校

におけるプロジェクト型カリキュラムの実施を推奨する東野・高島（２００７）の主張を

支持することになる。

絵本を生かした外国語活動は，学習指導案が示す３つの目標をある程度助長するこ

とができ，言語・文化的気づきは，情報処理負担が少ない文脈でより促進されること

が分かった。また児童が外国語活動に主体的に関わることで，英語に対する興味が向

上することも明らかになった。前記した絵本を授業で使用することで得られるであろ

う様々な学習効果も勘案すると，小学校外国語活動における絵本の活用は今後も益々

推進されるべきであると考えることができる。

絵本は教育上有益な効果をもたらすということは分かったが，本研究では統制群を

含めていない。同じような結果がプロジェクト型ではない外国語活動から得られる可

能性は否定できない。また具体的に絵本がどの程度，どの英語能力に対して良い効果

を生み出したかを明らかにすることはできなかった。より具体的な効果を測るには，

事前事後のテストなどを使った測定が欠かせない。アンケート調査を超えて，クラス

ルームという限られた時間と状況，児童の発達過程を考慮に入れつつ，どのように質
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的な変化をより正確にとらえるか，その測定方法の思案は今後の課題である。アン

ケート調査についても，本研究では，研究対象をプロジェクトに参加した児童のみに

限ったが，児童の指導を担当した大学生，プロジェクトを進めた担任，発表会を見た

下級生や保護者の感想も分析し，より包括的に絵本を生かした外国語活動の効果を検

証するべきだろう。これらが明らかになったとき，より豊かな絵本の可能性が見えて

くるだろう。

注

１）それぞれの本の使用方法が記載された教師用ガイドがオンライン上で見ることができる。

「絵本を活用した国際理解教育のための教材開発（CCUP）」

http://www.englisheducation.iwate-u.ac.jp/Hall/ccup.html

２）５５名の内，１２名はすべてのトレーニング・セッションに参加しなかったため，分析は４３名

から抽出したデーターを使用して行った。

３）小塩・西口（編）（２０１１）は，適切な項目数は各下位尺度に５項目以上と言及しているが，４５

分という限られた授業内での実施，小学校６年生という年齢に配慮し，３項目とした。
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